


















そしてこの対話の深まりには， 「他者」も大きくかかわってくる。 自己の感 じ方や捉え方が具
体的な形や色となって表れた際，同じような体験を共有した「他者」との表現の違いを目の当た
りにする。 他者とかかわることによ って， 自らの感性の特質を知り ，ものを多面的に見ることが
できるようにもなるだろ う。 このような「自己」 「環境」 「他者」が複雑にかかわり合う中で，
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